
江
刺
平
野
に
恥
け
る
土
地
改
良
の
展
開
(
上
)

阿

和

夫

者官

本
研
究
は
江
刺
平
野
に
お
け
る
土
地
改
良
事
業
が
ど
の
よ
う
に
す
す
め
れ
、
こ
れ
が
地
域
農
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
に
つ

江刺平野における土地改良の展開(上)

い
て
の
検
討
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
戦
前
に
お
け
る
同
事
業
の
経
過
に
焦
点
を
お
い
て
記
述
し
、
戦
後
に
お
け
る
展
開
と
農
業
の
変
革
に
つ
い
て
は
続
稿
の
課
題
と

し
た
。

一
、
江
刺
平
野
と
水
利
開
発
の
歩
み

北
上
盆
地
を
南
下
す
る
北
上
川
は
北
上
山
地
寄
り
を
流
れ
て
い
る
た
め
左
岸
の
沖
積
平
野
は
一
般
に
小
さ
い
。
江
刺
平
野
は
南
北
二
ニ

キ
ロ
・
東
西

0
・
三

l
0
・
五
キ
ロ
、
面
積
二
、

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
有
す
る
左
岸
最
大
の
平
野
で
あ
る
。
平
野
の
土
地
利
用
は
西
部

の
北
上
川
お
よ
び
人
首
川
下
流
が
つ
く
る
自
然
堤
防
上
の
砂
土
、
砂
質
壌
土
の
地
が
畑
地
帯
、
東
部
の
広
瀬
川
・
人
首
川
・
伊
手
川
ぞ
い
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の
壌
土
・
植
壌
土
の
地
が
水
田
地
帯
と
な
り
、
畑
地
の
旧
河
道
低
地
に
水
田
が
爽
在
し
て
い
る
。
水
田
と
畑
の
比
高
差
は

0
・
六

l
一・

0
メ
ー
ト
ル
で
、
低
地
の
水
団
、
徴
高
地
の
畑
と
い
う
色
わ
け
が
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
形
と
地
質
に
関
連
す
る
土
地
利
用
の
仕
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方
は
、
水
利
条
件
の
差
を
端
的
に
反
映
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
江
刺
平
野
の
本
格
的
な
水
田
開
発
は
、
近
世
初
期
、
伊
達
政
宗
か
ら
岩
谷
堂
域
を
与
え
ら
れ
た
桑
折
摂
津
政
長
の
治
世
、
天

正
一
九
年
(
一
五
九
二
平
野
中
央
部
を
う
る
お
す
目
的
で
人
首
川
を
用
水
源
に
桑
折
堰
そ
の
他
の
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
に
始
ま

る
(
1
u
o

北
上
川
本
流
の
用
水
利
用
に
よ
る
開
発
は
、
そ
の
六
十
年
後
伊
達
の
家
臣
古
内
主
膳
が
「
北
上
川
一
帯
の
肥
沃
な
る
に
着
眼
し
、
そ
の

畑
地
の
み
多
く
し
て
水
田
少
き
を
慨
し
、
北
上
川
の
水
を
引
き
て
水
田
を
起
さ
ん
と
せ
り
。
拾
に
於
て
承
元
元
年
(
一
六
五
二
)
本
郡
下

門
岡
に
平
留
水
門
を
設
け
溝
渠
を
通
じ
て
三
照
倉
沢
を
経
て
高
寺
に
至
ら
し
め
ぬ
。
之
れ
所
謂
大
堰
な
り
。
こ
の
水
利
に
よ
り
て
田
地
の

聞
か
る
る
も
の
次
第
に
多
く
、

田
谷
二
子
町
・
黒
石
に
も
及
ベ
り
o
」ハ
2
〉
と
い
う
工
事
を
す
す
め
て
か
ら
で
す
る
。

と
こ
ろ
で
地
区
が
本
流
の
用
水
地
域
に
編
入
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
本
流
の
も
た
ら
す
利
点
と
と
も
に
災
害
を
も
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
特
に
用
水
取
入
口
の
平
留
水
門
の
破
壊
に
た
び
た
び
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
寛
文
四
年
ご

六
六
四
)
、
新
た
に
穴
山
(
現
在
の
第
四
隆
道
)
を
つ
く
っ
て
そ
の
恒
久
策
が
講
じ
ら
れ
た
す
)
O

し
か
し
こ
れ
も
水
田
増
加
に
よ
る
所
要

水
量
の
不
足
を
解
決
す
る
に
至
ら
ず
「
辛
苦
経
営
の
後
上
廻
役
植
木
庄
兵
衛
同
白
根
重
蔵
監
督
の
下
に
倉
沢
村
肝
入
長
右
衛
門
等
東
奔
西

走
し
て
正
徳
五
年
(
一
七
一
五
)
更
に
高
寺
専
用
水
路
を
堀
撃
す
る
に
至
る
」
ハ
4
〉
の
で
あ
る
。
既
述
の
大
堰
に
対
す
る
新
堰
が
そ
れ
に

あ
た
る
。
森
博
士
は
安
永
二
年
(
一
七
七
二
一
)

の
江
刺
郡
下
三
七
ケ
村
の
用
水
状
況
を
と
り
あ
げ
、
用
水
堤
の
単
位
供
給
水
量
が
極
め
て

小
さ
い
の
に
く
ら
べ
堰
が
よ
く
発
達
し
て
そ
の
供
給
量
が
前
者
の
五
倍
に
達
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
(
5
3

第
一
表
は
平
野
の

用
水
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
当
時
の
用
水
開
発
の
経
過
に
照
合
す
る
と
、
用
水
堤
お
よ
び
支
流
河
川
の
利
用
に
始
ま
っ

た
平
野
の
開
発
は
、
堰
の
開
撃
延
長
に
よ
る
本
流
の
用
水
地
域
の
拡
大
と
支
流
の
用
水
地
域
の
充
実
と
い
う
こ
つ
の
方
向
を
た
ど
っ
て
き



江刺平野における土地改良の展開(上)175 

(単位:貫〉

地 高 堤 堰

キナ 田 畑 言十 数 | 数 |会議警|村水懸高:
片岡 193，005 57，034 250，039 31 2 210，993 98，6131i 

岩谷堂
1 

餅田 74，700 14，701 89，401 53 l 73，431 

高寺 131，665 59，797 191，462 5 1 95，208 
3 36，157 

稲瀬 倉沢 205，175 42， 192 247，367 21 1 80，678 1 23，319 

三照 122，484 53，639 176，123 8 1 130，063 

愛宕| イ 一1-1 -" 

土谷 36，178 6，732 42，910 3 1 30，588 
田原
石山 41， 192 13，090 54，282 23 2 26，966 

羽黒堂 39， 155 12，396 51，551 2 3 25，063 
羽田

田茂山 32，371 34，377 66，748 1 2 32，170 

安永2年の用水状況第1表

(森博士による)

た
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
。

二
、
土
地
改
良
の
展
開
と
そ
の
背
最

江
刺
平
野
に
お
け
る
土
地
改
良
事
業
は
明
治
末
期
か

ら
大
正
初
期
に
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
が
も
っ
と
も
早

く
、
明
治
四
十
五
年
か
ら
大
正
元
年
に
か
け
て
お
こ
な

わ
れ
た
羽
田
村
耕
地
整
理
組
合
事
業
(
三
十
二
町
三
旦
、

大
正
三
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
主
要
工
事
を
終
え
十

年
に
関
連
工
事
(
堤
の
築
造
な
ど
)
を
含
む
一
切
の
工

事
を
完
了
し
た
岩
谷
堂
町
片
岡
耕
地
整
理
組
合
事
業

(
一
三
六
町
三
7
U
が
あ
る
。
特
に
後
者
は
北
上
川
の
後

背
湿
地
の
お
も
か
げ
を
残
し
て
い
た
平
野
東
部
の
開
発

を
計
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
農
道
や
専
用
道
路
を
極
端

に
少
な
く
し
て
田
面
確
保
に
つ
と
め
る
な
ど
地
主
的
事

業
の
色
あ
い
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
平
野
の
本
格
的

な
土
地
改
良
は
そ
れ
よ
り
若
干
の
遅
れ
を
み
、
大
正
五

年
設
立
の
江
刺
耕
地
整
理
組
合
、
昭
和
五
年
設
立
の
江
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刺
中
央
耕
地
整
理
組
合
、
昭
和
十
六
年
設
立
の
愛
宕
耕
地
整
理
組
合
の
各
事
業
に
よ
っ
て
一
応
の
完
結
を
み
て
い
る
。
特
に
江
刺
耕
地
整

理
組
合
事
業
は
隣
接
地
区
の
胆
沢
郡
南
下
幅
耕
地
整
理
組
合
事
業
と
と
も
に
県
内
の
先
駆
的
事
業
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
大
正
中
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
平
野
全
域
に
事
業
の
展
開
を
み
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
要
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど
も

平
野
が
県
内
の
先
進
的
な
米
作
地
帯
と
し
て
発
展
し
て
き
た
こ
と
と
密
接
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
岩
手
県
北
上
川
水
系
に
お
け

る
農
業
水
利
の
展
開
」
に
よ
れ
ば
自
作
地
の
小
作
地
化
傾
向
が
県
内
の
場
合
明
治
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
め
だ
っ
が
、
北
上
川
す
じ
の

米
作
地
帯
の
場
合
は
大
正
期
に
停
滞
に
む
か
い
、
こ
れ
が
自
作
農
を
中
心
と
す
る
米
作
へ
の
意
欲
の
向
上
を
も
た
ら
し
た
と
し
て
い
る

(

8

)

。
同
書
は
ま
た
大
正
期
に
始
ま
る
米
生
産
力
の
発
展
の
要
因
を
栽
培
技
術
の
面
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
い
ま
こ
の
点
に
つ
い
て
同
書

を
中
心
に
摘
記
し
事
業
が
進
展
し
た
背
景
を
述
べ
て
み
た
い
す
な

ま
ず
品
種
の
改
良
は
冷
涼
な
気
候
に
対
応
し
た
耐
寒
品
種
と
早
生
種
の
研
究
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
在
来
種
と
新
品
種
の
交
替
が
す
す
め

ら
れ
た
。
特
に
江
刺
郡
の
場
合
は
「
江
刺
郡
農
会
ニ
於
テ
ハ
大
正
十
年
以
来
各
村
ニ
品
種
比
較
試
験
地
ヲ
設
置
シ
テ
品
種
ノ
特
性
等
ヲ
明

示
シ
又
一
面
指
定
ノ
町
村
採
種
圃
ト
連
絡

部
落
共
同
採
種
ノ
設
置
ヲ
奨
励
セ
リ

恰
モ
好
シ
大
正
九
年
県
営
農
業
試
験
場
ニ
於
テ
導
入

セ
ル
新
品
種
陸
羽
百
三
十
二
号
ハ
他
ノ
品
種
ニ
比
較
シ
其
ノ
優
秀
性
一
等
地
ヲ
抽
ン
ズ
ル
ヲ
認
メ
極
力
普
及
ヲ
計
リ
タ
ル
結
果

即
チ
江

刺
米
ト
シ
テ
全
国
ニ
声
価
ヲ
博
ス
ル
ニ
至
」
っ
た
の
で
あ
る
品
〉
。
優
良
品
種
お
よ
び
苗
代
の
改
良
は
健
苗
育
成
の
立
場
か
ら
研
究
が
す

す
め
ら
れ
、
戦
前
は
種
籾
の
薄
播
き
、
戦
後
は
保
温
折
衷
苗
代
が
普
及
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
苗
の
本
田
移
植
期
を
早

め
る
に
役
立
ち
、
従
来
の
六
月
中
旬
の
田
植
え
は
上
旬
に
、
以
後
更
に
五
月
下
旬
に
く
り
あ
が
っ
て
い
る
。
施
肥
の
改
善
は
明
治
中
期
ま

で
厩
肥
・
人
糞
尿
・
堆
肥
な
ど
自
給
肥
料
の
使
用
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
末
期
に
魚
肥
、
大
正
初
期
に
大
豆
油
粕
の
使
用
が
の
び
、
中
期

に
硫
安
・
石
灰
窒
素
・
過
燐
酸
石
灰
・
加
里
肥
料
な
ど
化
学
肥
料
が
と
り
い
れ
ら
れ
、
昭
和
初
期
に
い
た
う
て
消
費
が
急
増
し
て
い
る
。



そ
し
て
こ
の
よ
う
な
種
籾
の
播
種
、
移
植
期
の
く
り
あ
げ
お
よ
び
病
虫
害
の
危
険
性
を
拡
大
し
そ
の
対
策
を
必
要
と
し
た
。
大
正
年
代
の

い
も
ち
病
に
対
す
る
窒
素
質
肥
料
の
制
限
、
濯
概
排
水
・
温
水
管
理
に
よ
る
防
除
対
策
、
昭
和
二
年
ご
ろ
の
苗
ぐ
さ
れ
病
に
対
す
る
二
斗

式
ボ
ル
ド
ー
液
に
よ
る
苗
代
消
毒
、
昭
和
五
、
六
年
ご
ろ
の
い
も
ち
病
に
対
す
る
抵
抗
品
種
の
導
入
指
導
、
昭
和
十
二
年
ご
ろ
の
フ
ォ
ル

マ
リ
ン
に
よ
る
種
子
消
毒
、
十
五
年
ご
ろ
の
い
も
ち
病
に
対
す
る
六
斗
式
ボ
ル
ド
ー
液
の
使
用
、
十
八
年
の
苗
ぐ
さ
れ
病
に
対
す
る
有
機

水
銀
(
ウ
ス
プ
ル
ン
一
一
)
に
よ
る
r

苗
代
消
毒
、
十
九
年
ご
ろ
の
小
粒
曲
核
病
に
対
す
る
石
灰
ボ
ル
ド
ー
液
お
よ
び
ウ
ス
プ
ル
ン
の
撒
布
等

は
そ
の
例
で
、
病
害
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
き
た
。
ま
た
水
田
作
業
の
早
期
化
は
雪
ど
け
後
の
耕
起
整
地
作
業
の
能

率
化
を
必
要
と
し
た
た
め
、
従
来
の
入
力
耕
起
に
変
っ
て
牛
馬
耕
が
導
入
さ
れ
、
各
地
に
急
速
に
広
ま
っ
て
い
る
。

江刺平野における土地改良の展開(上)

(石)

|全国|岩手|江刺|

1期(明12"'22) 1. 32 0.19 0.89 

2 (23'"大 8) 1. 60 o. 19 1. 28 
3 ( 9'"昭19) 1. 92 O. 16 1. 87 

4 (20'" 29) 2.00 0.26 1. 88 

5 (30'" 39) 2.50 0.12 2.68 

米反当収量第2表
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と
こ
ろ
で
以
上
の
米
作
技
術
の
改
良
は
い
ず
れ
も
そ
の
根
底
に
お
い
て
多
肥
乾
田
耕
作
に
結
び
つ

き
、
そ
の
限
灯
ノ
湿
田
の
改
良
や
用
排
水
の
整
備
な
ど
土
地
改
良
に
発
展
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
た
。

岩
手
県
の
米
生
産
力
は
大
正
中
期
ま
で
反
当
一
石
水
準
で
、
以
後
よ
う
や
く
二
石
水
準
に
転
じ
て
い

る
。
い
ま
そ
の
よ
う
す
を
発
展
期
ご
と
に
み
る
と
、
全
国
水
準
へ
の
接
近
が
県
の
場
合
三
期
で
あ
る
の

に
対
し
、

江
刺
の
場
合
は
二
期
と
な
っ
て
い
る
白
〉
O

刺
の
被
害
が
県
内
で
も
っ
と
も
小
さ
い
地
域
と
な
ヨ
て
い
る
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
が
県
内
諸
地
域
に

先
が
け
て
安
定
し
た
米
作
地
帯
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
こ
の
地
方
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な

県
内
に
お
け
る
米
作
の
先
進
性
こ
そ
、
他
に
先
が
け
て
土
地
改
良
を
推
進
せ
し
め
た
要
因
と
み
ら
れ

る
。
し
か
し
既
述
の
よ
う
に
土
地
改
良
事
業
が
平
野
全
域
に
お
よ
ん
だ
の
が
昭
和
に
末
っ
て
か
ら
で
あ

る
点
に
注
目
す
れ
ば
、
江
刺
地
方
の
米
生
産
力
の
向
上
は
生
産
技
術
の
進
歩
を
背
景
と
し
て
始
ま
り
、

」
れ
は
明
治
三
十
八
年
の
凶
作
時
に
お
け
る
江



江刺平野の用水系統図

。揚水機場
ー一--*井地盤渡

組合界

-.._-ー旧町村界。12km

178 



土
地
改
良
の
効
果
が
そ
れ
を
補
う
型
で
す
す
め
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
o

三
、
江
刺
耕
地
整
理
組
合
事
業

同
事
業
の
発
端
は
大
正
二
年
の
大
洪
水
に
よ
り
北
上
川
の
用
水
取
入
口
が
破
嬢
さ
れ
「
一
朝
炎
天
打
続
き
雨
を
見
ざ
る
こ
と
数
句
に
わ

た
れ
ば
た
ち
ま
ち
四
面
亀
裂
を
生
じ
、
・
:
中
略
・
:
稲
瀬
村
一
五

O
町
歩
、
愛
宕
村
六

O
町
歩
、
岩
谷
堂
町
十
町
歩
、
計
二
二

O
町
歩
が
平

均
二

t
三
割
の
収
量
減
を
し
め
し
て
お
り
、
大
正
三
年
の
如
き
は
稲
瀬
区
に
お
い
て
七

O
町
歩
、
愛
宕
・
岩
谷
堂
両
区
に
お
い
て
二
四
五

町
歩
の
植
付
不
能
を
見
、
よ
う
や
く
に
し
て
七
月
降
雨
を
ま
っ
て
植
付
を
な
し
た
る
も
収
穫
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
の
悲
運
に
遭
遇
し
た
」
白
)
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た
め
水
利
施
設
の
恒
久
的
な
確
立
を
必
要
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。

当
時
の
用
水
取
入
口
は
地
盤
高
六
九
尺
二
一
、
腿
道
底
高
六
九
尺
六
三
、
地
区
最
高
田
高
六
九
尺
八
二
、
取
入
口
平
水
位
七
一
尺
五
六

で
地
形
的
に
問
題
が
あ
っ
た
。
用
水
路
は
稲
瀬
村
岩
脇
で
取
水
す
る
大
堰
の
場
合
、
取
入
口
に
洪
水
の
浸
入
を
防
ぐ
設
備
が
な
く
悪
水
と

土
砂
の
浸
入
を
し
ば
し
ば
う
け
た
こ
と
、
取
入
口
か
ら
隆
道
ま
で
の
幅
員
が
不
足
で
あ
る
と
と
も
に
勾
配
が
ゆ
る
す
、
ぎ
た
こ
と
、
用
水
路

の
溝
底
が
隆
道
出
口
で
逆
勾
配
で
あ
る
と
と
も
に
隆
道
下
流
で
は
田
面
よ
り
低
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
等
に
問
題
が
あ
り
、
新
堰
の
場

合
は
隆
道
に
い
た
る
ま
で
水
路
溝
底
が
浅
い
上
自
然
配
水
渠
で
あ
っ
た
た
め
濯
甑
水
が
不
充
分
で
あ
る
と
い
う
点
に
問
題
が
あ
っ
た
。
ま

た
排
水
路
は
地
区
北
方
に
あ
る
田
谷
川
以
外
は
用
排
水
兼
用
で
、
米
作
期
間
の
堰
止
に
よ
る
水
位
上
昇
の
た
め
人
為
的
な
過
湿
地
と
な
る

な
ど
問
題
、
が
あ
っ
た
。

179 

組
合
設
立
の
動
き
は
大
正
三
年
に
始
ま
り
、
同
年
十
二
月
高
橋
豊
一
寿
ら
に
よ
る
県
申
請
を
経
て
大
正
五
年
一
月
よ
う
や
く
設
立
総
会
を

開
い
て
い
る
。
事
業
の
目
的
は
「
か
ん
が
い
排
水
設
備
の
完
全
を
期
す
る
た
め
、
従
来
の
水
源
地
た
る
北
上
川
よ
り
の
導
水
渠
を
改
修
す
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る
と
同
時
に
各
配
水
溝
の
改
善
お
よ
び
過
湿
地
に
お
け
る
悪
水
排
除
な
ら
び
に
交
通
耕
作
利
便
を
計
る
た
め
、
田
区
道
路
等
改
築
工
事
及

地
目
交
換
を
施
行
す
る
」
白
〉
も
の
で
あ
っ
た
。

同
事
業
一
の
指
導
層
は
事
業
を
用
排
水
改
良
に
と
ど
ま
ら
せ
ず
こ
れ
と
平
行
し
て
区
画
整

理
を
す
す
め
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
対
し
、

一
般
組
合
員
は
用
水
改
良
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
参
加
し
た
と
い
わ
れ
る
。

事
業
計
画
の
基
本
は
用
水
の
確
保
に
お
か
れ
、
取
入
水
量
と
そ
れ
の
完
全
利
用
を
計
っ
て
取
入
口
と
そ
れ
に
結
び
つ
く
用
排
水
路
の
新

設
・
補
修
に
力
を
そ
そ
い
で
い
る
。
取
入
口
は
従
来
の
位
置
よ
り
数
百
間
上
流
に
あ
た
る
和
賀
郡
立
花
村
立
石
地
内
と
し
、
構
造
は
三
連

石
造
水
門
敷
(
幅
九
尺
)
、
取
水
は
四
八
立
方
尺
/
秒
、
渇
水
時
の
水
深
を
二
尺
八
寸
余
と
し
た
。

疎
水
渠
は
取
入
口
と
既
存
隆
道
を
結
び
つ
け
る
た
め
二

O
六
二
間
延
長
、
そ
の
内
新
設
部
分
は
開
渠
七
五
六
問
、
陸
道
四
か
所
四
四
六

聞
で
、
第
四
隣
道
入
口
に
制
水
門
、
そ
の
上
流
に
余
水
吐
を
設
置
し
た
。
用
水
路
は
地
区
東
部
の
高
位
部
に
導
水
幹
線
、
蔦
の
木
分
水
口

よ
り
稲
瀬
・
愛
宕
・
岩
谷
堂
に
配
水
す
る
三
照
用
水
・
高
寺
用
水
・
倉
沢
用
水
を
配
し
、
更
に
こ
れ
を
分
水
し
て
副
水
路
に
み
ち
び
く
こ

と
と
し
た
。
ま
た
排
水
路
は
地
区
の
低
位
部
に
配
し
た
。

以
上
の
諸
工
事
は
大
正
五
年
三
月
に
起
工
し
、
翌
年
に
完
成
し
て
い
る
。
し
か
し
大
正
七
年
の
洪
水
は
取
入
口
付
近
の
北
上
川
床
の
低

下
と
対
岸
和
賀
川
尻
の
下
降
を
も
た
ら
し
、
そ
の
た
め
取
入
口
の
水
位
が
約
二
尺
さ
が
っ
て
通
水
量
の
減
少
を
み
て
い
る
。
組
合
は
早
速

こ
の
対
策
に
と
り
く
み
、
翌
八
年
北
上
川
締
切
床
回
工
事
と
そ
の
付
帯
工
事
を
計
画
し
、
九
年
十
一
月
に
竣
功
し
て
い
る
。

区
画
整
理
は
既
述
の
と
お
り
組
合
設
立
当
時
一
般
組
合
員
の
希
望
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
が
、
用
排
水
路
の
整
備
と
関
連
し
て
そ

の
着
工
を
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
同
工
事
は
用
排
水
路
の
着
工
と
と
も
に
随
時
と
り
あ
げ
ら
れ
、
昭
和
初
期
に
い
た
っ
て
大
半
を
完

了
、
十
二
年
か
ら
十
九
年
に
か
け
て
確
定
測
量
を
実
施
し
て
い
る
。
な
お
耕
地
の
区
画
は
水
田
が
長
辺
二
五

l
三
O
問
、
短
辺
八

1
一
O

聞
で
一
区
画
八
敵

t
一
反
、
畑
が
二

0
1
三
O
聞
と
八

1
一
O
聞
で
八
畝
を
標
準
と
し
て
い
る
。
工
事
施
行
前
後
の
地
目
別
面
積
は
表
の
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(単位:町)

地 目 | 整理前面積 | 整理後面積| 増 減

回 413.9000 525.9215 112.0215 

畑 322.3930 260.7517 61. 6413 

i 宅 地 59.7908 81. 1200 21. 3222 

山 林 1. 7708 .4812 1. 2826 

原 野 9.4508 5.0104 4.4404 

荒 田 .6621 .6621 

荒 ~I!l .0200 .0200 

荒 野 .1315 .1315 

畦 畔 .4921 調査中

溜 池 .2824 .2824 

池 沼 .m26 .0926 

墓 地 .0118 調査中

外 墓 地 .602 " ー

道 E各 16.7619 " 
水 路 22.1418 " 
堤 塘 3.7417 " 
え口為 E十 851. 7507 

江司可耕地整理前後における地目別面積第3表

(江刺耕地整理組合事業設計書)

ご
と
く
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
水
田
は
四
一
四
町
か
ら

五
二
六
町
に
増
加
し
、
畑
は
水
田
化
の
た
め
三
二
二
町
か

ら
二
六
一
町
に
減
少
し
て
い
る
。

回
、
江
刺
中
央
耕
地
整
理
組
合
事
業

江
刺
中
央
耕
地
整
理
組
合
地
区
は
江
刺
平
野
の
中
央
東

よ
り
に
位
置
し
、
面
積
八

O
六
町
で
そ
の
大
部
分
が
水
田

で
あ
る
。
開
発
が
近
世
初
期
の
桑
折
堰
の
閲
撃
に
始
ま
っ

た
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
事
業
着
手
前
の
用
水

状
況
は
「
用
水
源
タ
ル
水
路
ハ
地
区
ノ
西
北
部
ヲ
流
ル
ル

広
瀬
川

中
央
東
部
ヲ
流
下
ス
ル
人
首
川

東
南
ヲ
横
断

シ
テ
人
首
川
ニ
合
流
ス
ル
伊
手
川
ノ
三
川
ヲ
主
ナ
ル
用
水

路
ト
シ

数
ケ
所
ニ
堰
止
ヲ
行
ヒ
引
用
ス

然
レ
共
何
レ

モ
濯
甑
期
ニ
至
リ
テ
ハ

一
了
三
個
ノ
流
量
ニ
シ
テ
到
底

濯
甑
ヲ
満
足
セ
シ
ム
ル
事
態
ハ
ズ

一
朝
早
越
ニ
相
遇
セ

パ
植
付
不
能
ノ
箇
所
多
シ

溜
池
モ
亦
甚
ダ
微
弱
ナ
ル
モ

ノ
ニ
シ
-
ア

年
々
受
ク
ル
早
害
ハ
殆
ン
ト
全
面
積
ニ
及
ホ
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シ

所
ニ
依
リ
テ
ハ
水
不
足
ノ
間
植
付
時
期
ヲ
過
ル
ル
事
毎
年
一
一
シ
テ

為
ニ
減
収
ス
ル
事
ヲ
平
年
作
ト
シ
テ
取
扱
ハ
ル
ル
状
態
ニ
ア
リ

到
底
以
上
ノ
従
来
水
源
ニ
ヨ
リ
用
水
潤
沢
ナ
ラ
シ
ム
ル
途
ナ
シ
」
包
〉
と
い
う
状
況
で
、

大
正
六
年
に
つ
く
ら
れ
た
大
六
堤
古
〉
も
用
水

の
根
本
的
な
解
決
策
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

事
業
の
気
運
は
、
①
「
用
排
水
改
良
事
業
補
助
要
項
」
に
よ
っ
て
国
庫
補
助
五
割
の
県
営
用
排
水
幹
線
改
良
事
業
の
道
が
ひ
ら
か
れ
る

と
と
も
に
、

「
開
墾
助
成
法
」
の
改
正
に
よ
っ
て
土
地
改
良
に
対
す
る
補
助
率
が
上
昇
し
事
業
推
進
の
条
件
が
有
利
に
な
っ
た
こ
と
、
②

隣
接
地
区
に
お
け
る
事
業
の
進
展
が
用
水
問
題
を
解
消
し
た
こ
と
を
目
の
前
に
み
て
、
北
上
川
の
用
水
地
域
に
編
入
さ
れ
れ
ば
懸
案
事
項

が
い
っ
き
ょ
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
関
係
者
が
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

か
く
し
て
昭
和
十
三
年
、
岩
谷
堂
町
・
田
原
村
・
愛
宕
村
・
羽
田
村
の
町
村
長
に
よ
っ
て
県
営
用
水
改
良
事
業
推
進
期
成
同
盟
会
の
発

足
を
み
る
に
い
た
っ
た
。
と
く
に
愛
宕
村
長
小
沢
懐
徳
は
江
刺
耕
地
整
理
組
合
事
業
に
も
関
係
し
、
同
事
業
の
積
極
的
な
推
進
者
と
し
て

働
い
て
い
る
。
し
か
し
江
刺
耕
地
整
理
組
合
の
設
立
は
簡
単
に
は
す
す
ま
ず
、
事
業
が
用
水
改
良
に
と
ど
ま
ら
ず
区
画
整
理
を
も
含
ん
で

い
る
こ
と
に
難
色
を
示
す
も
の
が
あ
っ
た
。
反
対
派
の
理
由
は
、
①
地
主
層
(
特
に
不
在
地
主
)

の
場
合
、
区
画
整
理
に
よ
る
経
費
の
負

担
増
加
と
組
合
に
よ
る
増
歩
地
の
と
り
あ
げ
を
お
そ
れ
た
こ
と
、
②
小
作
人
の
場
合
は
縄
の
び
面
積
の
減
少
が
小
作
料
の
実
質
的
値
上
げ

に
な
る
こ
と
を
お
そ
れ
た
こ
と
、
①
更
に
用
水
系
統
の
末
端
地
域
の
農
家
は
同
一
の
経
費
負
担
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
地
域
へ
の
配
水
を

危
倶
し
て
そ
れ
に
見
あ
う
利
益
を
あ
や
う
ん
だ
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
昭
和
五
年
五
月
ま
で
に
組
合
が
設
立
さ
れ
な
い
場
合
、
県
営

事
業
が
不
可
能
と
さ
れ
る
段
階
を
む
か
え
、
事
業
推
進
論
者
の
強
引
な
決
定
に
よ
っ
て
同
年
三
月
よ
う
や
く
組
合
認
可
の
『
運
び
と
な
っ

た
ハ
日
〉
O

事
業
は
県
営
事
業
(
江
刺
郡
岩
谷
堂
町
ノ
外
三
ケ
村
農
業
水
利
改
良
事
業
)
と
組
合
事
業
(
江
刺
中
央
耕
地
整
理
組
合
事
業
)
に
わ
け



ら
れ
、
前
者
は
「
北
上
川
ニ
堰
堤
ヲ
設
ケ

左
岸
和
賀
郡
立
花
村
江
刺
郡
稲
瀬
村
界
ニ
制
水
門
ヲ
設
置
シ
テ

延

取
入
口
隆
道
三
ケ
所

長
五
百
六
十
間

開
渠
延
長
三
千
二
百
聞
ニ
シ
テ
稲
瀬
村
大
字
稲
瀬
字
蔦
ノ
木
ニ
至
ル
江
刺
耕
地
整
理
組
合
用
水
幹
線
ヲ
収
修
シ

是
ヨ

リ
下
流
ハ
新
設
水
路
ニ
シ
テ
岩
谷
堂
町
地
内
人
首
川
ニ
放
流
ス
ル
|
|
中
略

1
l
'改
修
ス
ル
旧
水
路
の
終
点
即
蔦
ノ
木
ニ
ハ
分
水
工
ヲ
施

設
シ

江
刺
耕
地
整
理
組
合
ニ
要
ス
ル
水
量
ハ
本
地
区
ニ
要
ス
ル
水
量
ト
ヲ
完
全
ニ
分
水
セ
シ
ム

蔦
ノ
木
分
水
点
ヨ
リ
稲
瀬
村
字
鶴
羽

衣
ノ
丘
陵
麓
ヲ
開
撃
通
過
シ

広
瀬
川
ヲ
「
サ
イ
ホ
ン
」
ニ
依
リ
横
断
シ

直
ニ
本
区
域
ノ
一
部
岩
谷
堂
町
片
岡
方
面
へ
ノ
分
水
門
ヲ
設

ケ
其
レ
ヨ
リ
岩
谷
堂
町
字
根
岸
ヲ
堀
撃
流
下
セ
シ
メ

舘
跡
ニ
隠
道
延
長
三
百
間
ヲ
穿
テ
人
首
山
川
重
染
寺
止
上
流
ニ
開
坑
放
流
セ
シ
ム
ル

モ
ノ
」
ハ
立
、
後
者
は
「
県
営
幹
線
ヨ
リ
人
首
川
ニ
放
流
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
従
来
ノ
重
染
寺
止
ニ
於
ケ
ル
堰
堤
ヲ
其
ノ
偉
利
用
シ
テ

従
来
ノ
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桑
折
堰
及
餅
田
堰
ノ
二
箇
所
一
一
分
水
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

桑
折
堰
ハ
取
水
門
及
旧
水
路
ノ
一
部
ヲ
改
修
使
用
シ
従
来
ノ
桑
折
堰
掛
及
桑
折

堰
ヨ
リ
連
絡
水
路
ヲ
堀
撃
シ
テ

愛
宕
村
地
内
ノ
人
首
川
右
岸
ニ
於
ケ
ル
区
域
全
部
ヲ
濯
甑
支
配
セ
シ
ム

重
染
寺
止
左
岸
ニ
分
水
ス
ル

モ
ノ
ハ
餅
田
堰
ニ
シ
テ

同
水
路
ハ
従
来
ノ
取
水
水
門
ヲ
改
修
シ

水
路
モ
亦
一
部
改
修
ヲ
行
ヒ

岩
谷
堂
町
街
端
ニ
シ
テ
従
来
ノ
餅
回

堰
ヲ
分
水
シ
猿
沢
県
道
ニ
沿
フ
テ
新
設
シ

田
原
村
土
谷
及
石
山
地
内
ヲ
通
過
ス
ル
旧
水
路
ヲ
利
用
シ
テ
伊
手
川
ニ
注
入
シ
羽
田
村
一
一
送

本
線
濯
甑
支
配
区
域
ハ
従
来
ノ
餅
回
堰
掛
全
部

田
原
村
大
字
土
谷

石
山
地
内
及
羽
田
村
ノ
地
区
全
体
ニ
及
ボ
ス
モ
ノ
」
自
〉

水
ス

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
幹
線
用
水
路
の
共
用
は
既
存
の
用
水
地
域
と
新
ら
し
い
用
水
地
域
と
の
聞
に
利
害
の
対
立
を
生
ず
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の

地
域
の
場
合
も
江
刺
耕
地
整
理
組
合
の
用
水
優
先
権
と
管
理
権
を
め
ぐ
っ
て
対
立
を
生
じ
て
い
る
が
、
県
内
務
部
長
を
仲
介
者
と
し
て
定
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め
ら
れ
た
両
組
合
の
次
の
協
定
に
よ
っ
て
共
用
の
承
認
を
え
て
い
る
。

「
①
幹
線
水
路
及
分
水
等
工
事
施
工
ニ
関
シ
既
定
計
画
又
ハ
設
計

ヲ
変
更
ス
ル
場
合
ハ
江
刺
耕
地
整
理
組
合
ノ
承
認
ヲ
受
ケ
ル
コ
ト
。
①
工
事
ノ
関
係
ヨ
リ
生
ジ
タ
ル
損
害
ハ
県
ニ
於
テ
補
償
ス
ル
コ
ト
。
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@
県
営
工
事
完
了
ノ
際
幹
線
水
路
ヲ
江
刺
中
央
耕
地
整
理
組
合
ニ
譲
渡
ス
ル
ニ
当
リ
江
刺
耕
地
整
理
組
合
ト
維
持
管
理
ノ
協
議
整
ハ
ザ
ル

間
ハ
県
ニ
於
テ
譲
渡
ヲ
見
合
ス
コ
ト
。
④
計
画
書
ニ
記
載
シ
ア
ル
江
刺
耕
地
整
理
組
合
用
水
量
ハ
六
六
個
ト
決
定
シ
ア
ル
該
水
量
ハ
昭
和

三
年
八
月
末
ニ
於
ケ
ル
水
量
ヲ
標
準
ト
シ
ア
リ
後
ニ
於
テ
相
当
開
田
ア
ル
ヲ
以
テ
大
正
十
三
年
当
組
合
ニ
於
テ
認
可
ヲ
受
ケ
タ
ル
水
量
ノ

範
囲
内
ニ
於
テ
相
当
量
ノ
優
先
権
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
。
」
自
〉

か
く
し
て
従
来
の
広
瀬
川
・
人
首
川
・
伊
手
川
の
用
水
系
統
は
全
て
北
上
川

本
流
の
用
水
系
統
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
品
〉
。

な
お
幹
線
水
路
は
東
部
お
よ
び
北
部
地
域
か
ら
流
入
す
る
過
剰
水
の
排
水
路
を
か
ね
て
い
る
た
め
、
そ
の
対
策
と
し
て
①
取
入
口
下
流

一
二
一
一
聞
の
地
点
に
制
水
門
を
設
け
る
と
と
も
に
国
見
山
流
域
(
一
七
五
町
)
の
余
水
排
除
の
た
め
第
三
腿
道
入
口
付
近
に
土
砂
吐
門

を
設
け
る
、
②
地
区
の
西
南
を
通
っ
て
北
上
川
に
合
流
す
る
田
谷
川
放
水
路
(
流
域
一
四
九

O
町
、
内
田
谷
川
流
域
五
一
七
、
六
町
、
同

上
流
域
九
一
三
町
)
の
断
面
と
勾
配
を
改
修
し
て
洪
水
の
完
全
排
水
を
計
る
、
③
鶴
羽
衣
台
地
(
一
三

O
町
)
と
そ
の
東
部
(
二
四
八
町
)

の
排
水
の
た
め
伏
越
付
近
に
余
水
吐
を
も
う
け
て
洪
水
時
に
は
全
流
量
を
広
瀬
川
に
排
除
す
る
、
④
重
染
寺
堰
堤
を
改
造
し
て
水
位
の
低

下
を
計
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
以
上
の
県
営
関
係
事
業
費
は
三
八
一
、
二

O
O円
で
、
そ
の
内
一
九

O
、
六

O
O円
が
国
庫
補
助
、
組
合

関
係
事
業
費
は
=
三
一
、
二

O
四
円
で
、
そ
の
内
助
成
金
は
四
四
、
七
七

O
円
で
あ
る
。
県
営
関
係
事
業
は
昭
和
五
年
か
ら
八
年
に
か
け

て
お
こ
な
わ
れ
た
。

江
刺
耕
地
整
理
組
合
事
業
は
県
営
に
よ
る
幹
線
用
排
水
事
業
の
進
展
と
平
行
し
て
す
す
め
れ
、
開
田
事
業
と
区
画
整
理
事
業
に
重
点
を

お
い
て
着
工
さ
れ
た
。
前
者
は
昭
和
十
三
年
か
ら
序
々
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
が
、
後
者
は
組
合
設
立
に
あ
た
っ
て
指
導
者
が
「
用
水
幹
線

を
整
備
す
る
」
と
い
う
大
儀
名
分
を
表
だ
て
て
一
般
組
合
員
を
せ
っ
と
く
し
た
関
係
か
ら
着
工
が
い
ち
じ
る
し
く
遅
れ
、
そ
の
本
格
的
な

と
り
く
み
は
戦
後
、
二

0
年
代
末
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
事
業
の
結
果
、
水
田
が
五
四
四
・
九
町
か
ら
六
七
一
・
四
町
に
、
畑
が
二
ハ
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(単位:町)

工 事 施 1了- 前 工事施行後

台帳面積|筆数|実測面積|地 積|築 数

iLl他
267.5409 3，288 3，360 

85.0921 1，287 84.8 1，206 

民
3.3820 19 5.7320 

133.8924 1，808 160. 6 I 160.2 1，816 

79.3616 771 79.2 742 

0.051 12 

48.2018 731 70.9 70，7 716 

有
村原 そ畑の他

2.1301 54 1.7 10 

0.0525 13 

95.2318 1，483 119.6 119.2 1，493 

田畑 0.1115 47 

村その他 0.0129 15 
地 544.8809 7，310 673. 6 671.4 7，385 

計畑 166.7023 2，159 165.7 1，958 

その他 3.5200 59 

有地固

3.2804 

3.992 6.7527 

7.242 10.0401 

総 計 673.6 I 852.87211 9，343 

江東j中央耕地整理組合工事施行前後の耕地面積第4表

(江刺中央耕地整理合第 l回設計書)

六
・
七
町
か
ら
一
六
七
・
五
町
に
変
っ
て

い
る
。

玉
、
愛
宕
耕
地
整
理
組
合
事
業

平
野
の
西
南
に
位
置
す
る
愛
宕
耕
地
整

理
組
合
地
区
は
北
上
川
の
自
然
堤
防
と
旧

河
道
、
ぞ
い
の
低
地
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
地
形
が
入
り
こ
み
、
農
道
・
用
排

水
路
・
耕
地
の
区
画
が
不
統

で
あ
っ

た
。
農
家
の
所
有
耕
地
は
平
野
内
で
も
っ

と
も
少
な
く
二
戸
あ
た
り
水
田
四
・
五
反

畑
六
・

O
反
で
、
収
入
源
は
米
作
の
ほ
か

自
然
堤
防
を
利
用
し
た
野
菜
づ
く
り
な
ど

畑
作
収
入
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
用

水
は
広
瀬
川
か
ら
取
水
し
、
隣
接
の
江
刺

耕
地
整
理
組
合
地
区
を
通
っ
て
古
川
右
岸

を
う
る
お
す
宿
堰
の
用
水
地
域
と
、
江
刺
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中
央
耕
地
整
理
組
合
地
区
の
用
水
末
流
を
反
復
利
用
し
て
い
る
左
岸
の
用
水
地
域
に
わ
け
ら
れ
、
前
者
の
用
水
路
が
水
路
底
断
面
・
溝
畔

不
備
の
た
め
通
水
不
良
な
の
に
対
し
、
後
者
は
用
水
上
の
問
題
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
地
区
全
体
が
か
か
え
る
問
題
は
用
水
と
い

う
よ
り
は
む
し
ろ
排
水
に
あ
っ
て
、

「
位
置
地
勢
ノ
関
係
上

地
区
内
地
積
一
八
五
町
五
反
歩
ノ
他

地
区
外
岩
谷
堂
方
面
ノ
四
三
町
三

七
反
ノ
排
水
ハ
全
部
古
河
ニ
集
水
シ

通
水
断
面
勾
配
共
排
水
能
力
不
完
全
ニ
シ
テ
而
モ
常
時
-
一
於
テ
モ
隣
接
区
域
ノ
開
田
セ
ラ
ル
ル
ニ
及
ヒ
テ
ハ

古
河
ハ
屈
曲
蛇
行
甚
シ
ク
且
ツ

水
位
又
田
面
ニ
ア
ル
ヲ
以
而
必
然
、
俗
流
湛
水
シ

併
而
北
上
川
洪
水
位
上
昇
ニ
際
会
セ
ン

カ
全
ク
停
滞
逆
流
ヲ
ナ
ス
等
排
水
不
良
」
(
邑
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め

「
夏
季
ハ
早
天
相
当
連
続
セ
サ
ル
限
リ
附
近
ハ
常
ニ
田
面
上
尺
余

ノ
滋
水
ニ
及
ヒ

一
度
豪
雨
ト
ナ
レ
パ
水
稲
ハ
草
丈
ヲ
没
ス
ル
ニ
至
リ

北
上
川
増
水
ノ
結
果
ニ
ヨ
ル
洪
水
ハ
三
尺
ニ
達
ス
ル
コ
ト
モ
珍

シ
カ
ラ
ス

其
被
害
ハ
他
地
区
ニ
比
シ
平
均
七
分
作
」
畠
〉
で
あ
っ
た
。

事
業
の
目
的
は
「
①
用
水
幹
線
水
路
埋
没
箇
所
ヲ
凌
諜
シ
用
水
ノ
通
水
断
面
ヲ
拡
張
シ
潤
沢
ヲ
図
ル
、
②
畑
ノ
開
田
、
原
野
ノ
開
田
・

開
畑
、
並
原
野
宅
地
ノ
開
畑
ヲ
行
ヒ
土
地
利
用
ノ
増
加
ヲ
図
ル
、
@
用
水
支
線
の
屈
曲
ヲ
改
善
シ
通
水
能
力
ヲ
増
加
セ
シ
ム
、
@
用
水
小

渠
ヲ
配
置
シ
従
来
ノ
配
水
不
統
一
ヲ
改
メ
用
水
ノ
管
理
ヲ
便
ニ
ス
、
⑤
排
水
路
ノ
改
廃
新
設
凌
諜
ヲ
ナ
シ
排
水
ヲ
良
好
ニ
シ
地
力
ヲ
増
加

水
害
ヲ
防
止
ス
、
@
道
路
ノ
改
廃
新
設
ヲ
ナ
シ
道
路
網
ヲ
整
備
セ
シ
メ
耕
作
運
搬
ヲ
便
ニ
ス
、
⑦
区
画
及
形
質
ヲ
整
理
変
更
シ
耕
作
ニ
便

シ
労
力
ノ
経
済
ヲ
図
ル
、

③
以
上
の
工
事
ニ
伴
ヒ
分
水
工
・
橋
梁
・
暗
渠
・
護
岸
等
ノ
附
帯
工
事
ヲ
行
ヒ
各
工
事
ノ
万
全
ヲ
期
ス
」
(
怨

も
の
で
あ
る
o

事
業
が
こ
の
期
に
い
た
っ
て
と
り
あ
げ
ら
れ
一
挙
に
着
工
の
運
び
と
な
っ
た
の
は
、
①
面
積
的
に
せ
ま
い
地
区
の
た
め
地

域
内
の
利
害
の
対
立
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
@
耕
作
部
門
外
の
収
入
が
少
な
い
こ
の
地
区
に
と
っ
て
か
な
り
の
収
入
源
で
あ
っ
た
養
蚕
が

経
済
恐
慌
の
あ
お
り
の
中
で
有
利
さ
を
失
な
い
始
め
、
こ
れ
を
他
部
門
の
充
実
に
よ
っ
て
補
う
必
要
が
で
て
き
た
こ
と
、
@
農
地
開
発
令

の
発
令
や
食
糧
増
産
対
策
の
着
手
に
よ
り
助
成
金
の
増
額
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
、
④
隣
接
江
刺
・
江
刺
中
央
耕
地
整
理
組
合
地
区
の
用
水
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(単位:戸〉

I (総大農家正)(養7蚕)I昭養和蚕3 8 13 24 

岩 谷 堂 376 124 69 40 40 15 9 

愛 'ii ムー， 716 291 235 185 162 47 43 

羽 田 364 130 109 103 105 42 46 

黒 石 518 103 125 120 113 52 64 

治官 瀬 696 183 212 215 134 42 61 

(江 刺 郡) 5，868 1，988 1，588 1，600 1，621 1，171 1，351 

主主戸家農蚕養第5表

(県統計書)

(単位:町)

I (高)正(有)I昭和3I 8 13 24 

岩 谷 堂剖 1I744 43.0 11. 6 

愛 宕 451.51 122. 7 78.9 44.5 2.2 

羽 回 186.11 57.0 49.6 63.2 42.5 4.3 

黒 石 255.71 91. 0 79.7 49.4 44.8 7.8 

稲 瀬 462.51 108.0 48.8 49.1 40.7 2.1 

(江 刺 638.5 562.1 390.0 

積面園桑第 E表

(同上)

の
整
備
に
よ
っ
て
通
水
量
が
増
加
し
、
排
水
問
題
が
い

よ
い
よ
大
き
く
な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

事
業
は
十
六
年
の
用
排
水
関
係
工
事
か
ら
開
始
さ
れ

た
。
用
水
源
は
「
従
来
ノ
如
ク
二
ケ
所
ニ
求
ム
ル
モ
ノ

ト
ス

即
チ
一
ハ
既
得
権
ナ
ル
広
瀬
川
ニ
取
水
口
ヲ
有

ス
ル
宿
堰
幹
線
水
路
ニ
シ
テ

主
ト
シ
テ
地
区
排
水
右

岸
部
ヲ
支
配
セ
シ
メ

他
ハ
江
刺
中
央
耕
地
整
理
地
区

ノ
一
部
ナ
レ
パ
該
組
合
ノ
水
源
ニ
拠
ル
モ
ノ
ト
ス

而

シ
テ
右
岸
部
ハ
従
来
ノ
二
次
的
利
用
ノ
目
的
タ
ル
排
水

幹
線
ヲ
水
源
ト
企
図
シ
テ
効
無
キ
海
老
島
止
及
川
止
ハ

全
廃
シ

専
ラ
宿
堰
ニ
ヨ
リ
支
配
セ
シ
メ
用
水
ノ
潤
沢

ヲ
計
ル
」
(
包
も
の
、

「
排
水
は
畑
地
ハ
標
高
一
般

二

1
三
尺
田
地
ヨ
リ
高
キ
ヲ
以
テ
自
然
流
下
或
ハ
惨
透

ノ
経
路
ニ
ヨ
リ
附
近
田
面
ニ
通
水
ス
ル
ヲ
以
テ
畑
地
ハ

特
ニ
排
水
ニ
関
シ
考
慮
ヲ
要
セ
サ
ル
ハ
地
区
一
般
ノ
状

況
ナ
リ

然
ル
ニ
字
海
老
島
外
谷
木
ノ
一
部
谷
状
ニ
低
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第7表工事施行前後の地穣(愛宕) (単位:反)

工事施行前 拡張地積 工事施行後

台帳地積|実測地積岸数 関田|関畑 地 積 |筆数

(…il 670.82 …~6113361 778. 10011336 760. 4071 836 

1，558.122 (…~122291一~I1， 618. 902122291 28. 209 1，692.60111945 

l(4川4，508.98 3.700: 38 3.110 
民

(ー &71 ド2.000↑一 ~I5.307 6. 3071 111 2. 0001 6. 307 

有 83.323 (…611491 100.7001 149 
I(日 600)|
92.720 

1. 014 1.118 1 (ー ~I1.118 
地 I(ー 61.529 .700 .700 

63.323 63.323 
1(172刊
51 33.821 78.5091 87 

叩 3抑0但2い… 138861 ω仰肌山…7口川川1ωm叫0∞0
2，387.2261 2，572. 920i38861 64.1001113.2231 2，531. 51712868 

法第
|叶山0)|68.113 68.113 11. 7211 43.616 109.516 

金
1(12， 603)1( .5州

(61叫68.113 68.113 f
却 315)l-l
11. 7211 43.616 109.516 

吋州…1/38861(山叩2，455.4091 2.641， 1031388675.821156.9091 2， 641. 10312868 

( )内当初計画

(昭和25年度地区並設計計画変更認可申請書)



キ
地
域
ハ
降
雨
又
ハ
北
上
川
増
水
ノ
際
地
下
水
停
滞
ス
ル
ヲ
以
而
小
溝
ヲ
設
ク
ル
ノ
ミ
ニ
止
ム

而
シ
テ
田
ハ
|
|
中
略
1

1
幹
線
浴
流

停
滞
シ
逆
ニ
溝
水
冠
水
シ
被
害
ア
ル
ニ
ヨ
リ
根
本
的
ニ
ハ
排
水
幹
線
ヲ
変
更
シ
通
水
断
面
ヲ
拡
張
改
良
シ

フ
ル
」

auこ
と
に
し
、
排
水
幹
線
は
「
全
一
部
素
堀
ト
ナ
シ
水
深
三
尺
但
シ
上
流
ハ
二
尺
法
一
割
溝
畔
ハ
上
流
ヲ
幅
二
間
高
二
尺
ト
ナ
シ

水
路
ノ
一
方
ハ
小
道
路
ヲ
添
ハ
シ
メ
タ
リ
位
置
ハ
標
高
並
分
布
ノ
関
係
上
大
体
旧
路
線
ヲ
辿
リ
タ
ル
モ
従
来
ノ
曲
折
ヲ
改
良
シ
直
線
的

ト
ナ
シ
以
市
排
水
能
力
ヲ
与
ヘ
又
耕
作
上
ニ
モ
利
用
ヲ
図
」
っ
た

az

区
画
整
理
は
排
水
路
と
農
道
の
敷
地
の
確
保
の
必
要
性
と
関
係
し
古
川
幹
線
水
路
の
改
修
工
事
に
引
き
続
い
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、

以
市
排
水
能
力
ヲ
充
分
ニ
与「区

画
ノ
方
向
ハ
道
路
水
路
網
ニ
ヨ
リ
制
約
セ
ラ
レ

東
西
ヲ
長
辺
ニ
標
準
ヲ
ト
リ
タ
ル
モ

或
ハ
東
西
ヨ
リ
西
北
ニ
シ
タ
ル
区
域
ア
リ
共
標

江刺平野における土地改良の展開(上)

準
ノ
大
サ
ハ
近
時
農
具
ノ
発
達
ト
耕
種
ノ
改
良
セ
ラ
レ
ツ
ツ
ア
ル
事
情

及
地
勢
ヨ
リ
大
区
画
ヲ
採
ル
ヘ
キ
ナ
ル
モ

一
戸
当
所
法
地
積

ノ
僅
少
比
較
的
集
約
的
経
営
ナ
ル
コ
ト
ト
道
水
路
ノ
配
置
等
ヨ
リ
考
慮
シ

田
畑
共
長
辺
ヲ
三

O
間
短
辺
ヲ
一

O
間
ノ
一
反
歩
ヲ
適
当
ト

認
メ
ラ
ル
ル
ニ
ヨ
リ
斯
ク
決
定
」
自
〉
し
た
。

そ
の
結
果
、

田
は
七
七
・
八
町
か
ら
七
六
・

O
町
、
畑
は
二
ハ
一
・
二
町
か
ら
一
六
九
・

二
町
と
な
り
、
水
路
・
道
路
敷
の
確
保
を
出
発
点
と
し
た
事
業
の
性
格
と
関
連
し
て
新
規
開
田
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

各
筆
の
一
辺
に
必
ら
ず
道
路
が
通
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
六

O
間
間
隔
の
耕
作
道
に
一
六

O
間
間
隔
の
耕
作
道
が
直
交
す
る
よ
う
に
配
置

一
方
、
農
道
は

さ
れ
た
。

-、、
t
コ

-，e
G

命
叩

び
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以
上
に
よ
っ
て
江
刺
平
野
に
お
け
る
土
地
改
良
の
経
過
と
内
容
に
つ
い
て
そ
の
概
要
に
ふ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
わ
が
国
の
土
地
改
良
事
業

t主

(
旧
)
耕
地
整
理
組
合
法
(
明
治
三
十
二
年
)
が
成
立
し
た
明
治
中
期
か
ら
大
正
初
期
の
地
主
を
中
心
と
す
る
事
業
の
進
展
期
八
一
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期

V
、
開
墾
助
成
法
(
大
正
八
年
)
や
用
排
水
幹
線
改
良
補
助
要
項
(
大
正
十
一
年
)
等
が
制
定
さ
れ
た
大
正
中
期
か
ら
戦
前
ま
で
の
公

共
事
業
的
な
性
格
の
強
ま
る
時
期
八
二
期

V
、
土
地
改
良
法
(
昭
和
二
十
四
年
)
の
制
定
以
後
小
農
技
術
形
成
が
進
ん
だ
時
期
八
三
期

V
、

に
わ
け
ら
れ
る
盆
〉
O

農
業
基
本
法
制
定
以
後
小
規
模
事
業
の
増
加
し
た
時
期
八
四
期

V
、

い
わ
ゆ
る
先
進
米
作
地
帯
に
お
け
る
土
地
改

良
は
大
地
主
を
指
導
者
と
し
て
明
治
期
に
い
ち
早
く
施
行
さ
れ
た
の
に
対
し
、
江
刺
平
野
の
場
合
は
耕
地
整
理
法
の
改
正
に
よ
る
濯
概
排

の
承
認
を
背
景
に
一
期

水
施
設
改
良
の
承
認
(
明
治
三
十
八
年
)
を
始
め
、
開
墾
地
目
変
換
(
四
十
二
年
)
や
埋
立
干
拓
(
大
正
三
年
)

地区別1戸当耕地(大正2年)

回 畑 |計(反)

岩谷堂 8.1 4.3 12.4 

愛 宕 4.1 6.0 10.1 

3J3J 回 3.8 4.8 8.6 

田 原 6.7 5.0 11. 7 

者福 瀬 7.8 6.7 14.5 

第8表

(県統計書)

(単位:円)

農 産
畜産 林産

総額|農家数I1戸当
岩谷堂 18，890 8，340 324，132 579 

愛宕 2，321 1，365 347，872 735 47 

羽田 7，090 5，486 203，252 413 49 

;田原 7，906 31，760 213，007 571 37 

稲瀬 7，280 19，819 508，010 747 68 

地区別生産額(昭和3年)第g表

末
に
動
き
出
し
て
い
る
が
、
実
質
的
な
進
展
は
事
業
費
の
補

農家数は年(向上)

助
率
の
向
上
な
ど
事
業
と
り
く
み
の
条
件
が
容
易
に
な
っ
て

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
江
刺
平
野
に
お
け
る
土
地
改
良

の
特
色
は
あ
く
ま
で
も
行
政
先
導
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
と
は
い
え
江
刺
耕
地
整
理
組
合
事
業
が

い
ま
だ
充
分
な
資
金
助
成
策
の
確
立
を
み
な
い
時
期
に
と
り

あ
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
(
号
、
事
業
区
の
中
心
で
あ
る

稲
瀬
村
の
二
戸
あ
た
り
の
耕
地
や
農
産
収
入
が
他
地
区
よ
り

多
い
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
生
産
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高

ま
り
が
一
段
早
か
っ
た
こ
と
に
関
係
す
る
と
み
て
い
い
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
米
の
商
品
化
の
傾
向
は
こ
の
期
の
米
価
の
上

昇
に
支
え
ら
れ
て
よ
り
確
か
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。



江
刺
中
央
耕
地
整
理
組
合
事
業
に
つ
い
て
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
大
正
期
に
始
ま
る
労
働
対
象
に
関
し
た
技
術
改
良
(
例
え
ば

品
種
や
施
肥
の
改
良
)
が
、
そ
れ
の
充
分
な
使
用
の
た
め
に
労
働
手
段
の
改
良
を
必
要
と
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
背
景
に
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
品
)
O

視
点
を
か
え
て
い
う
な
ら
、

米
生
産
力
の
発
展
を
背
景
に
こ
の
地
区
が
よ
う
や
く
商
業
的
な
米
作
地
帯
と
な
ろ
う
と
す
る

時
こ
そ
れ
ま
で
の
支
流
小
河
川
並
び
に
用
水
堤
依
存
の
用
水
条
件
で
は
発
展
に
限
界
が
あ
り
、
そ
の
陸
路
を
と
り
の
ぞ
く
方
法
と
し
て
本

流
の
用
水
地
域
編
入
の
要
求
、
が
生
ま
れ
、
こ
れ
が
事
業
進
展
の
原
動
力
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
方
、
愛
宕
耕
地
整
理
組
合
事
業
の
場
合
は
、
江
刺
お
よ
び
江
刺
中
央
耕
地
整
理
組
合
事
業
に
よ
る
用
水
問
題
の
解
決
が
、
用
水
末
端

に
あ
た
る
こ
の
地
区
の
排
水
問
題
を
深
刻
化
し
、
こ
れ
の
解
決
を
計
る
こ
と
が
生
産
力
向
上
の
前
提
条
件
と
な
っ
て
き
た
こ
と
が
背
景
と

江刺平野における土地改良の展開(上)

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
事
業
を
め
ぐ
る
地
域
内
の
利
害
の
対
立
が
極
め
て
小
さ
か
っ
た
こ

と
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
こ
と
は
、
戦
前
に
お
け
る
江
刺
平
野
の
土
地
改
良
事
業
は
各
々
単
独
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
順
序
は
平
野

諸
地
域
の
生
産
力
の
差
、
更
に
用
水
系
統
の
変
革
を
求
め
る
地
域
差
を
端
的
に
反
映
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

付

言己

本
研
究
は
拙
論
「
農
業
地
域
の
研
究
動
向
と
後
進
農
業
地
域
研
究
の
課
題
1
1
1
岩
手
県
を
中
心
に
」
(
新
地
理
一
六
巻
二
三
に
与
え
ら
れ

た
昭
和
四
十
五
年
度
日
本
地
理
教
育
学
会
研
究
補
助
金
に
よ
っ
た
。
記
し
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

註
・
参
考
文
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(
1
)
 

(
2
)
 
岩
手
県
教
育
会
江
刺
郡
部
会
江
刺
郡
誌
(
大
正
十
四
年
)

前
掲
江
刺
郡
誌
六
O
頁。

五

O
頁。
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(
3
)

前
掲
江
刺
郡
誌
六
八
頁
。

(
4
)

江
刺
耕
地
整
理
組
合
史
(
昭
和
二
十
七
年
)
。

(
5
)

森
嘉
兵
衛
論
文
近
世
奥
羽
に
お
け
る
用
水
政
策
の
展
開

(
6
)
(
7
)

前
掲
江
刺
郡
誌
一

O
三
頁
。

(
8
)

仙
台
農
地
事
務
局
岩
手
県
北
上
川
水
系
に
お
け
る
農
業
水
利
の
展
開
二
十
七
頁
。

(
9
)

前
掲
農
業
水
利
の
展
開
二
十
四
二
十
七
頁
、
五
十
五

1
一一

O
頁。

(
叩
)
愛
宕
地
区
愛
村
公
国
内
石
碑
に
よ
る
。

(
口
)
拙
論
農
業
地
域
の
研
究
動
向
と
後
進
農
業
地
域
研
究
の
課
題
|
|
岩
手
県
を
中
心
に
新
地
理
十
六
巻
一
号
五

l
六
頁
。

東
畑
精
一
氏
の
区
分
を
若
干
訂
正
し
、
一
期
明
治
十
二

l
二
十
二
年
、
二
期
二
十
三
年

t大
正
八
年
、
三
期
九
昭
和

t九
年
、
四
期
二
十

t
二

十
九
年
と
し
た
。

(
ロ
)
(
日
)
江
刺
耕
地
整
理
組
合
事
業
設
計
書
に
よ
る
。

(

H

)

江
刺
中
央
耕
地
整
理
細
合
設
計
書
に
よ
る
。

(
日
)
岩
谷
堂
町
片
岡
耕
地
整
理
細
合
事
業
と
し
て
築
造
さ
れ
た
。

(
同
)
こ
の
経
過
に
つ
い
て
は
前
掲
「
農
業
水
利
の
展
開
」
(
二
八
二
良
)
に
く
わ
し
い
。

(
げ
)
(
凶
)
江
刺
中
央
耕
地
整
理
細
合
設
計
蓄
に
よ
る
。

(
叩
)
昭
年
五
年
六
月
幹
線
水
路
共
用
関
係
書
類
に
よ
る
。

(
初
)
幹
線
水
路
か
ら
下
流
の
用
水
路
は
既
存
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
が
、
関
根
堰
と
宿
堰
掛
り
の
み
は
広
瀬
川
伏
越
口
水
槽
か
ら
の
片

岡
分
水
に
よ
っ
て
い
る
。

(幻

)
1
(幻
)
愛
宕
耕
地
整
理
組
合
設
計
書
に
よ
る
。

(
お
)
農
政
調
査
委
員
会
水
田
の
基
盤
整
備
九
頁
。

(
m
m
)

補
助
金
六
%
(
四
万
円
)
、
組
合
負
担
七
十
五
%
(
六
十
三
万
円
)
。

(
却
)
馬
場
昭
著
水
利
事
業
の
展
開
と
地
主
制
四
十
一
一
長
。

岩
手
史
学
研
究
四
十
五
号

四
十
三
頁
。




